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可
児
市
議
会
で
は
、
広
く
市
民
の

意
見
を
聴
く
た
め
に
議
会
報
告
会
を

定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
後
は

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
す
る
な
ど
開
催
方

法
を
工
夫
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
対
面
を
基
本
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
希
望
者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
常
任
委
員

会
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
参
加
者
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
視
点
で
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
務
企
画
委
員
会
主
催
の
議
会
報

告
会
は
、
可
児
青
年
会
議
所
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し
た
12
人
と
議
員
８

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
は

「
可
児
市
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
」

で
、
情
報
発
信
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

・�

例
え
ば
可
児
市
の
魅
力
を
「
戦
国

の
歴
史
、
ゴ
ル
フ
場
の
多
さ
、
住

み
や
す
さ
」
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
人
に
情
報
を
届
け
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
。

・�

情
報
発
信
は
し
っ
か
り
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
し
て
行
う
こ
と
が
大

切
で
、
官
民
の
協
力
も
必
要
で
は

な
い
か
。

・�

ば
ら
教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
の
取
り
組
み

な
ど
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ア
ー

ラ
の
映
像
制
作
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
映
画
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

11/7

可
児
市
の
魅
力

発
信
に
つ
い
て

私
は
こ
う
考
え
ま
す

（
い
た
だ
い
た
意
見
の
一
部
）

令
和
４
年
秋
の
議
会
報
告
会
は
各
常
任
委
員
会
で
対
面
を
基
本
に
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
参
加
に
も
対
応
し
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

〜
各
常
任
委
員
会
で
議
会
報
告
会
を
開
催
〜

①

②③
①建設市民委員会は３グループで賑やかに　　　　②教育福祉委員会は車座で皆さんの意見を共有
③総務企画委員会は２グループで熱く語りました
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教
育
福
祉
委
員
会
主
催
の
議
会
報

告
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
を
中
心
と

し
た
９
人
と
議
員
10
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
の
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
は

「
保
護
者
か
ら
見
た
学
校
・
教
育
の

課
題
」
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
不
登
校

に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
建
設
市
民
委
員
会
主
催
の
議
会
報

告
会
は
、
外
国
籍
市
民
を
中
心
と
し

た
16
人
と
議
員
10
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
こ
の
日
の
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
は

「
外
国
籍
の
人
の
〝
ま
な
ぶ
・
は
た

ら
く
〟
を
考
え
よ
う
」
で
、
自
身
の

経
験
か
ら
多
様
な
意
見
や
生
の
声
を

率
直
に
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
各
日
と
も
、
議
会
か
ら
の
報
告
と

し
て
、
伊
藤
壽
予
算
決
算
委
員
長
が
、

令
和
３
年
度
の
決
算
の
概
要
と
、
議

会
か
ら
の
次
年

度
予
算
編
成
に

向
け
た
提
言
な

ど
に
つ
い
て
参

加
者
に
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　
今
回
い
た
だ
い
た
意
見
を
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
会
活
動
等
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
可
児
市
議
会
で
は

市
民
と
の
対
話
を
積
極
的
に
行
え
る

よ
う
今
後
も
開
催
方
法
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・�

Ｐ
Ｔ
Ａ
不
要
論
や
会
員
離
れ
の
問

題
が
あ
る
。
他
の
市
民
活
動
に
も

通
じ
る
が
、「
な
ぜ
こ
の
活
動
を

や
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
や
組
織

の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
。

・�

不
登
校
の
悩
み
を
持
つ
親
子
の
居

場
所
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
施
設

利
用
料
の
減
免
や
空
き
家
の
活
用

な
ど
行
政
に
協
力
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
う
。

・�

進
学
す
る
高
校
や
就
職
先
の
選
択

肢
が
少
な
い
。

・�

語
学
教
育
（
母
国
語
・
日
本
語)

や
夜
間
中
学
の
設
置
が
重
要
で
あ

る
。

・�

通
勤
手
段
が
な
く
、
送
迎
が
な
い

と
通
勤
で
き
な
い
た
め
、
派
遣
の

選
択
肢
し
か
な
い
。

・�

日
系
の
外
国
籍
の
人
と
そ
う
で
な

い
外
国
籍
の
人
で
は
価
値
観
や
文

化
を
理
解
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
異
な

る
が
、
日
本
人
は
同
一
視
し
が
ち

で
あ
る
。

・�

子
ど
も
が
自
閉
症
で
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
悩
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
話
し
合
え
る
場
や
、
同

じ
経
験
を
し
た
人
が
集
ま
る
場
が

あ
っ
た
ら
救
い
に
な
る
と
思
う
。

11/18

保
護
者
か
ら
見
た

学
校
・
教
育
の
課
題

11/20

外
国
籍
の
人
の

ま
な
ぶ
・
は
た
ら
く

を
考
え
よ
う

私
は
こ
う
考
え
ま
す

（
い
た
だ
い
た
意
見
の
一
部
）

私
は
こ
う
考
え
ま
す

（
い
た
だ
い
た
意
見
の
一
部
）

ありがとう

また参加
してね

議会報告会が行われて
いるのを今まで知らな
かった。若い世代が知
ることができるとよい。

議員と直接話せて
よかった。

ぜひ今後も続けて
ほしい。

時間が短かった。
もっと深く意見交
流したかった。

初めて参加しました
が、様々な考え方が
あると分かり勉強に
なりました。

参加してみてどうでしたか？
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

及
び
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計　
補
正
予
算

◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

Q	

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
手
続
サ
ポ
ー

ト
業
務
委
託
の
内
容
は
。

A	

庁
内
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
地

区
セ
ン
タ
ー
、
大
型
商
業
施
設
に
出

張
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
現
在
の
庁
内
サ
ポ
ー
ト
窓
口
は

60
〜
90
分
待
ち
と
な
る
状
況
の
た
め
、

委
託
人
数
を
増
や
し
て
こ
れ
ら
を
解

消
す
る
も
の
で
あ
る
。

Q	

認
可
外
保
育
施
設
の
施
設
等
利

用
費
が
増
加
し
た
理
由
は
。

A	

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
外
国
籍
市
民
の
人
口
が
令

和
４
年
度
か
ら
増
加
し
、
そ
の
影
響

で
認
可
外
保
育
施
設
に
通
う
児
童
が

増
加
し
た
た
め
。

Q	

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

の
内
容
及
び
そ
の
効
果
は
。

A	
空
調
設
備
の
耐
用
年
数
が
経
過

し
て
い
る
た
め
、
熱
の
こ
も
る
洗
浄

室
の
空
調
を
更
新
し
、
良
好
な
職
場

環
境
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

Q	

可
燃
ご
み
袋
作
成
に
あ
た
り
２

次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
つ
け
た
り
、
デ

ザ
イ
ン
変
更
は
あ
る
の
か
。

A	

令
和
５
年
１
月
か
ら
開
始
予
定

の
ご
み
の
分
別
ア
プ
リ
に
つ
な
が
る

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
印
刷
す
る
な

ど
検
討
し
て
い
く
。

◆
◆
討
論
の
内
容
◆
◆

　
　
取
得
が
強
制
で
は
な
い
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
を
前

反対

提
と
し
た
医
療
扶
助
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
導
入
事
業
は
、
生
活
保
護
者

に
限
ら
ず
、
医
療
の
制
限
や
個
人
情

報
の
流
出
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
反
対
。

　
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
一
部

改
正
５
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

職
員
の
定
年
年
齢
を
段
階
的
に

引
き
上
げ

　
地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
す
。
現
行
の
定

年
年
齢
60
歳
を
令
和
５
年
度
か
ら
２

年
ご
と
に
１
歳
ず
つ
引
き
上
げ
10
年

後
に
65
歳
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

Q	

定
年
延
長
に
伴
う
審
査
は
な
く

保
障
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。

A	
引
き
上
げ
ら
れ
た
定
年
に
達
す

る
ま
で
自
動
的
に
勤
務
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

市
の
組
織
再
編

　
部
設
置
条
例
を
一
部
改
正
し
、
市

民
の
視
点
に
立
っ
た
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
効
果
的
で
持
続
可
能
な

市
政
運
営
を
目
指
す
た
め
、
令
和
５

年
度
か
ら
市
の
組
織
の
統
廃
合
を
行

う
も
の
で
す
。

◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

Q	

部
の
減
少
に
伴
い
部
長
職
等
の

数
が
減
る
が
、
全
体
と
し
て
人
件
費

に
影
響
は
あ
る
か
。

A	

大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
職
員

数
を
抑
制
す
る
場
合
に
は
将
来
的
に

影
響
が
あ
る
。

若
手
職
員
の
給
与
を
引
き
上
げ

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、

職
員
の
給
与
支
給
に
関
す
る
条
例
を

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
大
学
卒
の
初
任
給
を
３
千
円
、
高

校
卒
の
初
任
給
を
４
千
円
引
き
上
げ
、

20
歳
代
半
ば
か
ら
30
歳
代
半
ば
の
若

手
職
員
を
中
心
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

常
任
委
員
会 

報
告

〜
第
７
回
定
例
会
で
の
議
案
審
査
の
概
要
な
ど
各
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
〜

予
算
決
算
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会
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指
定
管
理
者
の
指
定

　
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
に
可
児
市
国
際
交
流
協
会
を

指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。◆

◆
質
問
と
回
答
◆
◆

Q	

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
の
評

価
の
う
ち
、
団
体
の
安
定
性
・
信
頼

性
の
得
点
が
他
の
項
目
に
比
べ
る
と

低
い
が
ど
う
捉
え
る
か
。

A	

特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
い
う

団
体
の
性
格
上
、
財
務
や
資
産
等
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
、
一
般
企
業
と

比
べ
る
と
専
門
性
は
若
干
低
い
部
分

が
あ
る
と
い
う
印
象
に
よ
る
採
点
と

思
わ
れ
る
。
行
政
と
し
て
も
よ
り
一

層
、
経
営
面
や
管
理
、
体
制
的
な
面

に
つ
い
て
働
き
か
け
や
支
援
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

Q	

指
定
管
理
料
が
今
年
度
よ
り
も

増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

A	

電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
る
光
熱

水
費
の
増
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に
伴

う
人
件
費
の
増
に
よ
り
百
万
円
ほ
ど

増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
等

を
視
察

　
次
期
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
を
見

据
え
、
ご
み
処
理
の
現
状
や
課
題
を

把
握
す
る
た
め
、
さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
森
の
残
土
処
分
地
や
住
宅
開
発
現

場
の
進
捗
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
議
案
の
審
査
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
不
登
校
に
つ

い
て
の
勉
強
会
や
教
育
委
員
と
の
懇

談
会
を
行
い
ま
し
た
。

不
登
校
や
困
り
感
を
有
す
る
子

ど
も
達
の
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ

　
10
月
21
日
、
明
誠
義
塾
高
等
学
院

の
中
島
学
院
長
を
講
師
に
招
き
勉
強

会
を
行
い
ま
し
た
。
不
登
校
児
童
生

徒
の
現
状
や
、
通
信
制
高
校
サ
ポ
ー

ト
校
の
学
び
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き

し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る

「
居
場
所
」
の
大
切
さ
や
、
不
登
校

児
童
生
徒
に
対
す
る
行
政
の
サ
ポ
ー

ト
の
必
要
性
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

ま
し
た
。

教
育
委
員
と
の
懇
談
会

　
11
月
10
日
、
教
育
委
員
と
の
懇
談

会
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
学
校
生
活
の
影
響
、
不
登
校
の

現
状
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
に
つ
い
て

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

委
員
会
代
表
質
問
へ

　
勉
強
会
や
懇
談
会
、
議
会
報
告
会

で
の
意
見
を
も
と
に
、
教
育
福
祉
委

員
会
は
委
員
会
代
表
質
問
を
行
い
ま

し
た
。（
詳
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

建
設
市
民
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

小中学校の現状と課題について懇談

不燃ゴミ選別について話を聞く委員

委員会の議案
審査の様子は
YouTubeでも
見られるよ。
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『医師の確保及び中濃二次医療圏に新たな救命救急センターの指定を求める意見書』について
　可児市を含む可茂地域は、救命救急に係る医療圏では「中濃二次医療圏」に含まれており、
県内 5つの二次医療圏の中で人口・面積は上位ですが、人口10万人当たりの医師数は県平均
を下回っています。また、患者の受け入れ体制などから、地域の病院に救急搬送できないケー
スもある状況です。そのため、可児市議会として、医師の確保と社会医療法人厚生会中部国
際医療センターを三次救急医療機関（救命救急センター）に指定することについて、県知事
に意見書を提出しました。

提出された議案等と審議結果
第６回臨時会

第 ７回定例会

　令和 ４年10月26日に第 6回臨時会を会期 1日で開催し、補正予算について審議しました。
　提出された議案は予算 1件で、原案のとおり全会一致で可決されました。

　第 ７回定例会は、令和 ４年11月30日から12月20日の会期で開催されました。
　提出された議案は、予算 3件、条例 6件、その他 1件の合計10件でした。その他、委員会提案
（発委）が 1件あり、すべて原案のとおり可決されました。

【全会一致で可決された議案】

【賛否が分かれた議案】

番号 件名

議　
案

6７ 令和 ４ 年度下水道事業会計補正予算
（第 2号）

68 部設置条例の一部改正

69 一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部改正

７0 地方公務員法等の一部改正に伴う関係
条例の整備に関する条例

番号 件名
議
案 65 令和 ４年度一般会計補正予算（第 6号）

番号 件名

議　
案

７3 職員の給与支給に関する条例の一部改
正

７４ 指定管理者の指定

７5 令和 ４年度一般会計補正予算（第 8号）

発
委 2 医師の確保及び中濃二次医療圏に新たな

救命救急センターの指定を求める意見書

奥
村　
新
五

松
尾　
和
樹

中
野　
喜
一

髙
木　
将
延

大
平　
伸
二

渡
辺　
仁
美

伊
藤　
　
壽

勝
野　
正
規

板
津　
博
之

澤
野　
　
伸

山
田　
喜
弘

川
合　
敏
己

川
上　
文
浩

天
羽　
良
明

酒
井　
正
司

野
呂　
和
久

山
根　
一
男

中
村　
　
悟

伊
藤　
健
二

冨
田　
牧
子

亀
谷　
　
光

林　
　
則
夫番号 件名

議
案

66 令和 ４年度一般会計補正予算（第 ７号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ─ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

７1 市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ─ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

７2 常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ─ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

※〇は賛成　●は反対　　　※議長（板津　博之）は採決に加わらない。

※議案の詳しい内容については、議会ホームページまたは議会事務局窓口にてご覧いただけます。
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【
委
員
会
代
表
質
問
】

	

過
去
５
年
間
に
お
け
る
本
市
の

小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
状

況
は
。

	

増
加
傾
向
で
特
に
中
学
生
の
不

登
校
者
数
の
増
加
は
著
し
い
。
令
和

３
年
度
の
全
国
の
不
登
校
者
数
の
割

合
は
２
・
5７
％
だ
が
、
本
市
は
こ
れ

QQA

を
上
回
る
３
・
26
％
で
あ
る
。
そ
の

要
因
の
一
つ
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
生
活
環
境
の
変
化
や
学
校
生
活
に

お
け
る
様
々
な
制
限
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
が
、
不
登
校
の
要
因
は
複
雑
多

様
化
し
て
お
り
、
単
純
に
は
分
析
で

き
な
い
。

必
要
な
支
援
が
適
宜
適
切
に
行
わ

れ
て
い
る
か

	

初
期
対
応
や
保
護
者
に
対
し
て

の
情
報
提
供
な
ど
が
適
宜
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

	

初
期
対
応
で
は
早
期
発
見
、
早

期
対
応
を
大
切
に
、
担
任
だ
け
で
な

く
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス

ク
ー
ル
相
談
員
等
と
情
報
共
有
し
、

関
係
機
関
に
繋
げ
る
時
に
は
教
育
相

談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
担
当
が
中
心
と

な
る
な
ど
、
チ
ー
ム
で
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
立
支
援
の
取
り
組
み

の
中
心
を
担
っ
て
い
る
の
は
「
ス
マ

イ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
」
で
あ
る
た
め
、

保
護
者
に
十
分
に
周
知
し
て
い
く
。

市
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
今
後
の

取
り
組
み
は

	
今
後
、
民
間
機
関
と
の
連
携
や
、

公
共
施
設
を
含
め
た
居
場
所
確
保
、

さ
ら
な
る
情
報
提
供
な
ど
の
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

	

不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
に
応

QAQA

じ
た
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
や
、

安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

学
校
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
は
市

の
責
務
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
育
て
支

援
課
等
と
連
携
し
た
施
策
の
充
実
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
保
護

者
と
の
情
報
共
有
、
よ
り
よ
い
認
知

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
認
知
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
運
用
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
活

用
や
家
庭
訪
問
で
の
見
届
け
の
充
実
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
等
ア
ー
ラ
と

の
連
携
強
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
今

後
進
め
て
い
く
。

不
登
校
に
対
す
る
支
援
の

充
実
を

川
かわい
合　敏

とし
己
み

教育福祉委員長
問問
質質
表般
代一
会
員
委

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い
て

市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
、
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

動
画
で
一
般
質
問
等
の
様
子
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

児童生徒数（計） 不登校者数（計）

小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計

H29 5479 2776 8255 27 75 102

H30 5498 2755 8253 39 108 147

R1 5526 2712 8238 41 130 171

R2 5497 2718 8215 61 128 189

R3 5452 2705 8157 89 177 266

増加する可児市の不登校児童生徒数
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伊
い
藤
とう
　壽

	

４
期
目
の
市
政
運
営
は
、
市

の
姿
を
ど
の
よ
う
に
描
き
、
ど
の

よ
う
な
方
針
で
行
い
、
何
を
重
点

施
策
と
し
、
推
し
進
め
る
の
か
。

	

こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
で
掲

げ
て
き
た
「
住
み
ご
こ
ち
一
番
・

可
児
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
高

齢
者
の
安
気
づ
く
り
、
子
育
て
世

代
の
安
心
づ
く
り
、
地
域
・
経
済

の
元
気
づ
く
り
、
ま
ち
の
安
全
づ

く
り
の
重
点
方
針
に
基
づ
く
取
り

組
み
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
。

重
点
施
策
と
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
へ
の
対
応
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、（
仮

称
）
可
児
御
嵩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
工
業
団
地
の
企
業
誘
致
、
さ
さ

ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
後
継
施

設
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、
住
み

ご
こ
ち
の
良
さ
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

す
る
た
め
、
企
業
や
各
種
団
体
な

ど
と
連
携
し
新
た
な
魅
力
づ
く
り

QQA

を
進
め
る
。

外
来
植
物
ニ
ワ
ウ
ル
シ
の
繁
殖

拡
大
防
止
に
向
け
て

	

生
態
系
や
民
家
、
公
共
イ
ン

フ
ラ
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

「
ニ
ワ
ウ
ル
シ
」
の
駆
除
に
向
け

た
対
応
は
。

	

国
の
生
態
系
被
害
防
止
外
来

種
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

楽
学
講
座
や
総
合
学
習
な
ど
で
の

啓
発
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
ニ
ワ
ウ
ル

シ
」
も
含
め
た
外
来
種
に
対
す
る

考
え
方
や
対
応
を
周
知
、
啓
発
す

る
。

QQA

市
長
４
期
目
の
市
政
運
営
は

勝
かつ
野
の
　正

まさ
規
き

	

４
期
目
で
取
り
組
む
重
点
施

策
及
び
可
児
市
の
目
指
す
方
向
は

	

「
住
み
ご
こ
ち
一
番・可
児
」

を
さ
ら
に
具
体
的
に
市
民
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、
今
ま
で
以
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
直
接
市

民
の
目
に
触
れ
な
い
が
重
要
で
あ

る
上
下
水
道
管
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
対
応
な
ど
も
計
画
的
に

進
め
て
い
く
。（
仮
称
）
可
児
御

嵩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
工
業
団
地

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
企
業
誘

致
を
進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
良
好
な
働
く
場
の
創
出
と
な
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
今
後
ど
う
進

め
る
か

	

地
域
要
望
を
は
じ
め
と
す
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

QQAQQ

	

全
て
の
イ
ン
フ
ラ
に
対
し
個

別
施
設
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
コ
ス
ト
の
洗
い
出
し
な
ど
に

よ
り
効
率
的
な
維
持
管
理
に
努
め

る
。
一
方
、
地
域
要
望
に
つ
い
て

は
国
の
補
助
事
業
な
ど
財
源
を
確

保
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
行
う
補

修
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
速
や

か
に
行
う
補
修
の
バ
ラ
ン
ス
や
地

域
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
、
実
施

し
て
い
く
。

A

市
長
４
期
目
に
臨
む
所
信
は

ひさし
巨木化したニワウルシ

本市の重点方針（市政経営計画より）
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澤
さわ
野
の
　伸

しん

大
おお
平
ひら
　伸

しん
二
じ

	

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー

ラ
は
完
成
か
ら
20
年
が
経
過
し
た
。

通
常
の
維
持
管
理
に
加
え
、
大
規

模
改
修
等
に
多
額
の
予
算
が
必
要

で
あ
る
。
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

見
直
す
上
で
ど
う
考
え
る
か
。

	

開
館
以
来
、
文
化
芸
術
公
演

事
業
に
多
く
の
来
場
者
を
迎
え
た

だ
け
で
な
く
、
市
内
小
中
学
校
や

施
設
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
等

の
取
り
組
み
や
運
営
は
、
全
国
的

に
も
高
い
評
価
を
得
る
ま
で
に

な
っ
た
。
文
化
を
切
り
口
と
し
た

本
市
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
民
に
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
が
、
若
い
世
代

も
含
め
た
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
指
導
要
録

上
の
出
席
の
扱
い
は

	

不
登
校
児
童
生
徒
の
進
学
支

QQAQQ

援
と
指
導
要
録
上
の
出
席
日
数
や

評
価
へ
の
対
応
は
。

	

不
登
校
生
徒
を
対
象
と
し
た

進
路
説
明
会
を
年
に
２
回
行
っ
て

お
り
、
高
校
の
先
生
方
を
招
き
、

直
接
各
校
の
特
色
を
聞
く
と
と
も

に
、
個
別
懇
談
も
行
い
進
学
に
向

け
た
不
安
や
悩
み
の
相
談
に
も
応

じ
て
い
る
。
出
席
と
出
席
扱
い
の

評
価
算
定
は
受
験
す
る
各
高
校
に

よ
り
判
断
さ
れ
る
の
で
影
響
は
分

か
ら
な
い
。	

A

	

改
正
道
路
交
通
法
に
伴
う
岐

阜
県
自
転
車
条
例
に
つ
い
て
、
本

市
の
小
中
学
校
の
交
通
安
全
教
育

で
は
ど
の
様
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
か
。

	

令
和
３
年
12
月
に
、
県
か
ら

「
岐
阜
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正

な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

案
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、

本
年
度
各
校
で
は
こ
れ
ま
で
の
交

通
安
全
教
育
に
加
え
、
必
要
と
な

る
交
通
安
全
教
室
の
取
り
組
み
や

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
10
月

か
ら
は
、「
自
転
車
保
険
の
加
入

義
務
化
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
努

力
義
務
」
が
適
用
さ
れ
た
た
め
、

小
学
校
で
は
交
通
指
導
員
を
招
く

な
ど
し
て
指
導
し
て
い
る
。
中
学

校
で
は
、
警
察
署
交
通
課
や
自
動

車
学
校
の
講
師
を
招
い
て
、
道
路

交
通
法
の
解
説
を
し
た
り
、
夏
休

み
前
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

QQA

注
意
喚
起
を
行
っ
た
。
リ
モ
ー
ト

で
の
交
通
安
全
教
育
も
実
施
し
て

い
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
等
の
助
成
制

度
の
考
え
は

	

市
と
し
て
改
正
法
と
県
条
例

の
促
進
に
繋
が
る
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
」
等
の
助
成
制
度
を
創
設
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

	

基
本
的
に
「
自
ら
の
身
は
自

ら
守
る
」
と
い
う
方
針
で
、
現
時

点
で
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。
自

転
車
保
険
加
入
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
啓
発
を
続
け
て
い
く
。

QQA

公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
は

改
正
道
路
交
通
法
に
伴
う

取
り
組
み
は

開館20周年の文化創造センター・アーラ

県自転車条例のチラシ
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奥
おく
村
むら
　新

しん
五
ご

	

大
森
新
田
交
差
点
か
ら
大
森

大
橋
付
近
ま
で
の
約
3.2
キ
ロ
が
、

40
年
以
上
道
路
整
備
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
理
由
は
。

	

本
市
に
は
26
の
都
市
計
画
道

路
が
有
り
、
６
割
が
全
線
未
改
良

と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
、
産
業
振

興
や
渋
滞
緩
和
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
き
た
。
市
道
2７
号

線
は
部
分
的
に
機
会
を
と
ら
え
て

順
次
整
備
し
て
き
た
。

	

新
大
森
橋
と
そ
れ
に
続
く
交

差
点
は
大
変
危
険
な
た
め
、
大
至

急
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

	

交
差
点
付
近
は
通
学
路
で
も

あ
り
本
路
線
と
一
緒
に
整
備
が
必

要
な
場
所
で
あ
る
。
新
大
森
橋
の

架
け
替
え
が
必
要
な
た
め
、
迂
回

路
と
な
る
市
道
４3
号
線
や
市
道
56

号
線
の
整
備
を
先
に
実
施
し
た
。

QQAQQA

	

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制

度
の
登
録
要
件
の
緩
和
に
よ
り
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を

狙
っ
て
い
る
か
。

	

１
点
目
は
、
一
定
の
条
件
の

も
と
抵
当
権
な
ど
の
権
利
付
物
件

の
登
録
も
認
め
る
こ
と
。
２
点
目

は
、
売
買
契
約
が
成
立
す
る
こ
と

で
相
続
登
記
が
促
進
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
、
全
て
の
相
続
人
の
合
意

が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
、

登
録
申
込
み
を
行
う
相
続
人
を
物

件
所
有
者
と
し
て
扱
い
、
バ
ン
ク

登
録
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
見
直
し
に
よ
り
、
バ

ン
ク
登
録
が
ス
ム
ー
ズ
に
、
物
件

の
流
通
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
と
な
り
、

利
活
用
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

空
き
家
解
体
に
関
す
る
助
成
金

制
度
の
拡
充
を

QQA

次
期
市
政
経
営
計
画
へ
の
盛
り

込
み
は

	

次
期
の
市
政
経
営
計
画
へ
は

市
道
27
号
線
の
道
路
改
良
事
業
を

盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

	
国
の
交
付
金
を
活
用
し
な
が

ら
実
施
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

優
先
順
位
は
高
い
が
、
多
額
の
費

用
と
長
い
工
期
、
地
権
者
や
沿
線

の
方
々
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、

十
分
検
討
し
た
上
で
判
断
し
た
い
。

QQA

	

空
き
家
等
の
利
活
用
を
促
進

す
る
た
め
、
空
き
家
・
空
き
地
活

用
促
進
事
業
助
成
金
制
度
の
予
算

拡
充
の
考
え
は
。

	

平
成
25
年
度
以
降
、
今
年
度

10
月
末
現
在
、
累
計
で
35
件
の
住

宅
除
却
工
事
を
助
成
し
た
。

　
今
年
度
は
、
２
１
０
万
円
の
予

算
に
対
し
て
８
件
の
申
請
が
あ
り
、

残
額
10
万
円
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

過
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
予
算

の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

QQA

市
道
27
号
線（
大
森・田
白
線
）

の
早
期
整
備
は

空
き
家
等
対
策
の
現
状
と

今
後
の
利
活
用
は

天
あもう
羽　良

よし
明
あき

退避場所がない危険な交差点（大森）

空地を駐車場等に活用した例（若葉台）
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御
嵩
町
に
計
画
さ
れ
て
い
る

最
終
処
分
場
問
題
で
、
何
が
地
域

住
民
の
不
安
と
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
か
。
御
嵩
町
で
計
画

さ
れ
て
い
る
可
児
川
上
流
域
の

「
重
金
属
」
要
対
策
土
の
埋
立
処

分
場
は
、
本
市
に
と
っ
て
新
た
な

リ
ス
ク
と
な
ら
な
い
か
。
大
地
震
、

大
雨
洪
水
等
は
気
象
の
激
甚
化
で

危
険
要
因
だ
。
大
森
川
、
可
児
川

の
水
の
安
全
対
策
は
心
配
な
い
か
。

	

御
嵩
町
住
民
の
不
安
は
、
要

対
策
土
の
最
終
処
分
の
安
全
性
に

対
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
。

可
児
川
上
流
域
の
埋
め
立
て
処
分

場
は
、
下
流
域
に
位
置
す
る
本
市

に
と
っ
て
新
た
な
危
険
リ
ス
ク
に

な
る
と
捉
え
て
い
る
。
大
森
川
の

安
全
対
策
で
は
、
河
川
、
周
辺
環

境
へ
の
影
響
を
注
視
し
、
仮
置
場

の
契
約
を
適
正
に
履
行
実
施
さ
せ

る
。
状
況
に
よ
っ
て
は
Ｊ
Ｒ
東
海

QQA

	

夜
間
や
休
日
に
大
規
模
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
地
区
セ
ン

タ
ー
等
の
避
難
所
施
設
の
開
錠
は
、

施
設
職
員
、
ま
た
は
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
た
職
員
と
さ
れ
て
い
る

が
ど
う
い
う
職
員
か
。

	

職
員
防
災
活
動
体
制
を
定
め
、

そ
の
中
で
各
避
難
所
対
応
職
員
と

し
て
指
定
さ
れ
た
職
員
で
あ
る
。

	

災
害
発
生
直
後
は
職
員
や
自

治
会
長
、
自
主
防
災
組
織
が
中
心

と
な
り
避
難
所
を
運
営
す
る
が
、

周
知
は
さ
れ
て
い
る
か
。

	

防
災
訓
練
に
お
い
て
、
自
治

連
合
会
や
自
治
会
に
対
し
、
各
地

区
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
避
難
所

訓
練
へ
の
参
加
を
促
し
、
避
難
所

の
自
主
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
主
防
災
組
織
の
役
割
は

	

災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
は

QQAQQAQQ

に
対
し
、
安
全
対
策
等
を
早
め
に

要
請
し
、
市
民
の
安
心
、
安
全
を

第
一
に
適
切
に
対
応
す
る
。

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は

延
期
・
中
止
に

	

水
道
事
業
等
公
営
企
業
会
計

で
、
免
税
事
業
者
の
入
札
の
扱
い

は
。

	

免
税
事
業
者
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
登
録
を
、
競
争
入
札
の
参
加

要
件
と
は
し
な
い
。
仕
入
れ
税
額

控
除
で
き
な
い
消
費
税
は
公
営
企

業
会
計
で
負
担
す
る
。

QQA

ど
の
よ
う
な
組
織
か
。

	

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
と
連

帯
感
に
基
づ
き
自
主
的
に
結
成
さ

れ
る
組
織
で
、
日
頃
か
ら
地
域
内

の
安
全
点
検
や
住
民
へ
の
防
災
知

識
の
普
及
と
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど

災
害
に
よ
る
被
害
を
予
防
・
軽
減

す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
初
期
消
火
、
被
災
者
救
助
、

避
難
誘
導
、
情
報
収
集
等
を
行
う

非
常
に
重
要
な
組
織
で
あ
る
。

A

リ
ニ
ア
建
設
残
土
処
分
は

河
川
環
境
に
安
全
か

災
害
時
の
避
難
所
運
営

中
なか
野
の
　喜

き
一
いち

美しい可児川の流れをいつまでも

一次避難所でもある帷子地区センター

伊
い
藤
とう
　健

けん
二
じ
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山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

	

水
道
事
業
会
計
等
の
消
費
税

納
税
義
務
が
あ
る
会
計
に
お
い
て
、

令
和
５
年
10
月
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

施
行
後
、
免
税
事
業
者
と
の
取
引

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

	

入
札
参
加
資
格
に
つ
い
て
は

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録

を
要
件
と
し
な
い
。
今
ま
で
と
変

わ
り
な
く
適
正
な
見
積
り
を
行
い
、

そ
の
対
価
に
対
し
消
費
税
を
支
払

う
。
控
除
で
き
な
い
消
費
税
分
の

値
引
き
を
求
め
る
こ
と
は
し
な
い
。

	

農
業
集
落
排
水
事
業
の
会
計

統
合
に
伴
い
、
下
水
道
事
業
へ
の

影
響
は
。

	

下
水
道
事
業
の
利
益
は
減
少

見
込
み
で
あ
る
。
統
合
時
点
で
使

用
料
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

生
活
道
路
の
維
持
管
理
経
費
の

確
保
を

	

住
宅
団
地
を
含
め
、
道
路
の

QQAQQAQQ

	

岐
阜
県
で
は
40
市
町
村
が
旧

統
一
協
会
（
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
）
の
関
連
団
体
が
主
催
す
る

「
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
」
を
後
援
し
て

い
た
。
本
市
も
後
援
し
て
い
た
が
、

そ
の
い
き
さ
つ
は
。
後
援
取
り
消

し
は
行
わ
な
い
の
か
。

	

令
和
３
年
度
に
主
催
者
か
ら

後
援
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

市
議
会
議
員
を
通
じ
て
主
催
関
係

者
の
表
敬
訪
問
の
申
し
出
が
あ
り
、

市
長
が
面
談
を
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
は
市
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。
令
和
４
年
度
も
同
様

だ
っ
た
が
、
後
援
の
取
り
消
し
は

考
え
て
い
な
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
補

助
を

	
日
本
人
成
人
の
90
％
以
上
は

帯
状
疱
疹
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル

ス
が
体
内
に
潜
ん
で
い
て
、
80
歳

QQAQQ

修
繕
や
維
持
管
理
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

	

道
路
の
維
持
管
理
に
は
、
大

変
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
議
会

の
提
言
を
受
け
、
地
方
債
を
活
用

し
な
が
ら
、
舗
装
補
修
の
ペ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
図
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。
全
て
の
道
路
に
つ
い
て
、
予

防
保
全
で
対
応
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
予
防
保
全
と
事
後
保

全
を
組
み
合
わ
せ
対
応
し
て
行
く
。

事
後
保
全
で
は
、
市
民
か
ら
の
通

報
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

A

ま
で
に
３
人
に
一
人
が
発
症
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
50
歳
以
上
の

人
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
帯
状
疱
疹

が
予
防
で
き
る
の
で
、
肺
炎
球
菌

の
よ
う
に
補
助
が
で
き
な
い
か
。

	

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
現

在
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期

予
防
接
種
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
ら
ず
、
任
意
の
予
防
接
種
と

な
っ
て
い
る
。
国
に
お
い
て
は
、

定
期
予
防
接
種
と
し
て
追
加
す
る

ワ
ク
チ
ン
の
一
つ
と
し
て
、
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
段
階
で
あ
る

た
め
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

A

公
営
企
業
等
の
今
後
の

在
り
方
は

旧
統
一
協
会
及
び
関
連
団
体

と
の
か
か
わ
り
は

冨
とみ
田
だ
　牧

まき
子
こ

塩河にある農業集落排水処理施設

予防接種の様子
（健康増進課提供）
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髙
たか
木
ぎ
　将

まさ
延
のぶ

	

第
７
波
以
降
、
若
年
層
で
の

感
染
拡
大
が
み
ら
れ
る
。
行
動
制

限
は
行
わ
な
い
と
す
る
中
で
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
対
策
は
。

	

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
、
接
種

開
始
時
期
の
違
い
も
あ
り
、
若
年

層
が
低
い
状
況
だ
が
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
に
切
り
替
わ

り
、
接
種
も
増
え
て
い
る
。
接
種

率
が
伸
び
悩
む
よ
う
で
あ
れ
ば
、

保
護
者
へ
の
説
明
機
会
も
検
討
し

た
い
。
学
校
で
の
マ
ス
ク
着
用
は
、

屋
外
や
相
手
と
の
距
離
が
確
保
で

き
る
場
合
は
外
す
等
、
活
動
場
所
、

場
面
に
応
じ
対
応
す
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
影
響
も
指
摘

さ
れ
る
中
、
子
ど
も
の
心
情
に
配

慮
し
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
着
用
を

指
導
す
る
。
給
食
で
は
対
面
で
な

い
配
席
、
換
気
を
徹
底
す
る
事
で

会
話
も
可
能
と
す
る
。

QQA ※	
髙
木
将
延
議
員
は
、
令
和
４
年
10
月
23
日
に
行
わ
れ
た
可
児
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

	

高
齢
化
の
進
展
で
、
大
人
用

紙
お
む
つ
の
需
要
が
増
加
し
て
い

る
。
国
土
交
通
省
は
、
紙
お
む
つ

の
下
水
道
処
理
の
た
め
の
検
討
会

を
設
置
し
、
令
和
４
年
度
中
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
と
し
て
い
る
。

ま
た
環
境
省
は
、
令
和
２
年
３
月

に
使
用
済
紙
お
む
つ
の
再
生
利
用

等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
た
。
使
用
済
紙
お
む
つ
の
再

生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
つ
い

て
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
検
討
は

な
さ
れ
て
き
た
の
か
。

	

こ
れ
ま
で
具
体
的
な
検
討
は

し
て
い
な
い
。
今
後
、
研
究
し
て

い
く
課
題
と
考
え
て
い
る
。

次
期
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
へ
の
対
応
は

	
本
市
の
高
齢
化
率
は
、
近
年

約
0.5
％
ず
つ
増
加
し
、
令
和
７
年

に
は
30
％
を
超
え
る
可
能
性
も
あ

QQAQQ

積
極
的
な
情
報
発
信
を

	

市
が
行
う
感
染
対
策
等
の
情

報
を
効
果
的
に
伝
え
て
い
く
方
法

は
。

	

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

す
ぐ
メ
ー
ル
等
を
通
じ
て
、
三
密

回
避
、
手
指
衛
生
、
効
果
的
な
換

気
等
の
基
本
的
感
染
防
止
対
策
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
な
検
討

を
継
続
し
て
お
願
い
し
て
い
く
。

QQA

る
。
使
用
済
紙
お
む
つ
の
再
生
利

用
等
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
の
う

え
、
次
期
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
に
盛
り
込
む
考
え
は
な
い
か
。

	

現
在
の
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
の
計
画
期
間
は
令
和
７

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
次
期

計
画
の
策
定
で
は
、
使
用
済
紙
お

む
つ
の
再
生
利
用
等
も
含
め
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
系
ご
み
の
分
別
収
集

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
食
品
ロ

ス
の
削
減
等
、
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

A

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

第
８
波
へ
の
対
策
は

使
用
済
紙
お
む
つ
の

再
生
利
用
等
の
検
討
は

野
の
呂
ろ
　和

かずひさ
久

紙おむつ回収ボックスの例
（環境省ホームページより）

市ホームページでのワクチン接種啓発
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本
能
寺
の
変
の
３
カ
月
ほ
ど

前
、
織
田
信
長
が
武
田
征
伐
に
向

か
う
途
中
、
美
濃
金
山
城
に
泊
ま

り
、
そ
の
折
に
座
っ
た
と
伝
承
さ

れ
る
岩
が
兼
山
に
あ
る
。
ま
た
、

森
長
可
や
妙
向
尼
な
ど
、
歴
史
上

特
筆
す
べ
き
人
物
も
い
る
。
こ
う

し
た
歴
史
資
産
に
光
を
あ
て
、
観

光
や
郷
土
愛
に
つ
な
げ
て
い
く
べ

き
で
は
。

	

「
信
長
の
休
み
石
」
に
つ
い

て
は
、
看
板
の
修
復
や
ル
ー
ト
の

再
設
定
も
含
め
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
で
紹
介
す
る
。
ま
た
、
こ
れ

を
機
会
に
市
内
の
案
内
看
板
を
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
関
心
を
持

て
る
よ
う
な
形
で
、
統
一
し
た
整

備
を
し
て
い
き
た
い
。

可
児
工
業
団
地
の
街
路
樹
伐
採

	

可
児
工
業
団
地
内
の
市
道
の

ケ
ヤ
キ
の
街
路
樹
１
６
０
本
を
皆

QQAQQ

	

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
令
和

３
年
度
に
改
修
業
務
委
託
料

４
４
６
万
４
９
０
０
円
で
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
観

点
で
見
や
す
く
、
効
果
的
な
情
報

発
信
と
な
っ
て
い
る
か
。

	

主
に
４
つ
の
観
点
か
ら
取
り

組
み
を
行
っ
た
。１
点
目
は
、ト
ッ

プ
画
面
の
デ
ザ
イ
ン
を
シ
ン
プ
ル

に
す
る
こ
と
で
視
認
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
２
点
目
は
、
お
役

立
ち
リ
ン
ク
や
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー

を
配
置
す
る
こ
と
で
検
索
機
能
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。
３
点
目
は
、

で
き
る
限
り
ク
リ
ッ
ク
数
を
減
ら

す
た
め
に
階
層
の
見
直
し
を
図
っ

て
い
る
。
４
点
目
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
見
る
こ
と
を
考
慮
し

た
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
情
報

は
、
専
用
窓
を
設
置
し
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
画
面
で
は
最
前
面
に
配
置

QQA

伐
す
る
方
針
だ
と
確
認
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。『
可

児
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
』
と
矛
盾
し
な
い
か
。

	

ケ
ヤ
キ
は
巨
木
化
し
て
お
り
、

根
上
が
り
に
よ
る
舗
装
の
損
傷
や

貨
物
車
両
と
の
接
触
な
ど
支
障
が

出
て
い
る
。
安
心
・
安
全
を
最
優

先
す
る
た
め
、
街
路
樹
は
皆
伐
・

伐
根
す
る
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の

影
響
は
少
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

『
本
市
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の

現
状
と
課
題
』

A

す
る
こ
と
で
、
ア
ク
セ
ス
の
向
上

を
狙
っ
て
い
る
。
見
や
す
く
効
果

的
な
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
今

後
も
必
要
な
改
善
を
行
う
。

時
代
の
変
化
に
順
応
し
た
広
報

を
	

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

動
画
の
活
用
は
進
ん
で
い
る
か
。

	

本
市
の
魅
力
な
ど
を
対
外
的

に
も
伝
え
る
た
め
に
動
画
の
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
十

分
研
究
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

QQA

戦
国
歴
史
資
産
の
さ
ら
な
る

発
掘
を

伝
わ
る
広
報
と
は

1582年 3 月信長が腰掛けた
とされる岩 山

やまね
根　一

かずお
男

松
まつ
尾
お
　和

かず
樹
き

可児市公式YouTube動画より
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学
校
以
外
の
場
で
、
小
中
学

生
が
未
来
の
夢
を
語
り
、
将
来
な

り
た
い
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
け

る
よ
う
な
、
起
業
、
金
融
経
済
、

組
織
運
営
、
経
営
理
念
な
ど
を
学

ぶ
機
会
の
創
設
は
可
能
か
。

	

本
市
で
は
、
主
に
高
校
生
を

対
象
に
、
市
内
の
企
業
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
を
創
出
し
て
き
た
が
、

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
社
会

経
済
や
企
業
に
関
連
す
る
講
座
等

の
実
施
は
な
い
。「
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

フ
ェ
ス
タ
」、「
産
業
フ
ェ
ア
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
市
内
事
業
所

の
紹
介
動
画
な
ど
を
小
中
学
生
や

保
護
者
に
も
周
知
し
、
職
業
体
験

や
職
業
に
つ
い
て
知
る
機
会
の
提

供
を
し
て
い
き
た
い
。

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
の

啓
発
活
動
は

	

本
市
に
お
け
る
、
特
殊
詐
欺

QQAQQ

に
よ
る
被
害
の
状
況
は
。

	

令
和
４
年
は
10
月
末
時
点
で

被
害
認
知
件
数
が
８
件
、
被
害
金

額
は
５
５
３
４
万
円
で
あ
る
。

	

詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
の
啓

発
活
動
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

	

地
域
安
全
指
導
員
な
ど
に
よ

る
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
の
啓
発
活

動
や
、
民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ

る
高
齢
者
宅
訪
問
時
の
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
、
各
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
実
施
し
て
い
る
。

AQQA

小
中
学
生
へ
の
起
業
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
設
を

可児市議会公式インスタグラム始めました！

　可児市議会はホームページやFacebookに加えて新たにInstagramでの情報
発信をはじめました。議会の取り組みなどの情報を積極的に投稿していきます。

読み取って
フォローしてね

ATMコーナー前での啓発活動 渡
わたなべ
辺　仁

ひと
美
み
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令和 5年第 1回定例会のお知らせ
2月

28日　開会日（議案説明）
 予算決算委員会

3月

1 日　予算決算委員会

9 日　　　一般質問・議案質疑10日

14日　予算決算委員会・総務企画委員会

15日　予算決算委員会・建設市民委員会

16日　予算決算委員会・教育福祉委員会

17日　予算決算委員会

24日　閉会日（委員長報告・討論・採決）
※会議は午前 ９時開会の予定です。
※日程は、都合により変更する場合があります。

　今回は、川合議員と松尾議員が帝京大学可児高等学校サッカー部(以下：帝京大可児サッカー部）の練習におじゃ
まして、監督の仲井正剛さんとチームキャプテンで ３ 年生の原田逸

い つ き

希さんにお話を伺いました。
※文中で広報委員は（広）、仲井監督は（仲）、原田さんは（原）としています。

広：この度は岐阜県大会優勝、全国大会出場誠にお
めでとうございます。（取材は令和 4年11月）

　　監督がチームに伝えてきたことは何ですか。
仲：技術面では、継承されてきたボールを大事にす
るサッカーからレベルアップして相手の逆をと
りながら前進するサッカーを目指しています。
精神面は特に重視し、「チームを代表する選手
としてピッチに立った者は、試合に出られない
多くの部員たちの思いを背負っている」という
ことを強く自覚して戦いに臨むようにと伝えて
きました。

広：部員達に何を学んで、どんな大人になってほし
いと考えておられますか。

仲：考える習慣をつける事ですね。サッカーだけで
なく、普段の生活から常に考える習慣があれば
自ずと今やらなければならない事を判断できる
大人になれると思います。

広：この高校に入学した理由は。
原：ボールを繋げるサッカーが特徴的だったのと、
全国大会出場回数多かったからです。

広：将来の目標は何ですか。
原：スポーツに関わっていきたいです。また、スパイ
クが好きなので、スパイクに関する仕事に興味が
あります。

広：帝京大可児サッカー部の魅力は何ですか。
原：見ていて楽しいサッカーです。実際にやっていて
とても楽しいです。

広：サッカーを通じて学んだ事はなんですか。
原：立場の違う仲間のことを考え、支えてもらってい
る方々に対し常に感謝の気持ちを持ちながらプ
レーすることです。

４ 年連続 ９度目の全国高等学校サッカー選手権大会出場

111人の部員を指導する
仲井正剛監督

練習風景（手前右が原田キャプテン）

チョット おじゃまします

【取材を終えて】
仲井監督の伝えたいことを原田キャプテンが
しっかり語ってくれたことに帝京大可児サッ
カー部の強さを感じました。サッカーを通じ
て立派な若者を育成されている仲井監督に
感謝です。

目表紙の 　今回の表紙に応募していただい
たのは、最近流行している「工場夜景」の写真です。
原さんのコメント
「昼間とは違う表情を見せる工場。工場夜景に魅せら
れ、地元にもそういえばと思い撮影をしてみると、他
県に勝るとも劣らない姿が。」

表紙の写真やイラストを募集中！
詳しくは可児市議会の
ホームページへ。


